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発刊のことば
聖ビンセンシ才の愛徳姉妹会日本管区管区長

社会福祉法人愛徳姉妹会理事長

村　山

昨年10月に、日本における聖ビンセンシ才の愛徳姉妹会は、会の創立350年と、

来日50年を視いました。古くからの恩人や、関係者の方々からのお勧めもあって、

おくればせながら、こゝに、大阪における愛徳姉妹会の、社会福祉事業50年史を

発刊できましたことは、大きなよろこびでございます。半世紀前、聖ビンセンシ才の

愛徳姉妹会、パl）－総本部から派遣された3人のシスターズによって蒔かれた種

は、徐々に枝をのはし、葉をひろげて今日の姿に発展致しました。それは、とき

には困難な、明暗の道のりではありましたが、又、希望につながる道でもありま

した。それにしても、今から考えますと、ことばのわからない異国の地において

2ケ月余りで診療所を開らき、病人訪問や、恵まれない子供たちの世話をしたシ

スター方の勇気と愛には感歎せずにおられません。愛徳姉妹会の創立者、聖ビン

センシオ・ア・パウロ（1581～1660）の遺訓の中に、「あなた方の修道召命は、

男女子供をとわず、あなた方を必要とする貧しい人々を、差別することなく助け

るという義務をあなた方に負わせます」とのことばがありますが、日本における

初期の鋤き人たちは、創立者の精神を忠実に守り、よろこびをもって奉仕しまし

た。それには、多くの恩人の方々、協力者、その中にはすでに故人となられた方

々が、どれほどの善意をもって助けて下さったことでしょう。その方々の協力な

しに、今日の発展はありえなかったと、感謝の心で一ばいでございます。

移り変りゆく時の流れの中には、勿論、よろこびと共に、間違いや、失敗もあ



ったことでしょう。しかし、これらを含めた総ての出来事を、神は祝福によって

将来の発展への原動力として下さいました。

繁栄の中で生きる私たちに、先達者たちが残された遺産である奉仕の精神を、

私たちはどのように自分の中で生き、次の世代に伝えていくか、又、現代社会の

ニーズに、いかにこたえるかゞ、今後の課題であると思います。今、こゝに、過

去に対する感謝と、未来への希望の中で、よりよく奉仕するための決意をあらた

にして、21世紀にむけて歩みをすゝめてまいりたいと存じます。神の祝福が、豊

かにありますようにと祈りつゝ。



お祝いのことば

大阪市長大　島　　　靖

愛徳姉妹会が長年大阪の社会福祉事業の発展に多大の御貢献をされ、このたび

設立50周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。

昭和8年フランスの愛徳童貞会本部から、3人の宣教修道女が来日され、聖心

隣保会を設立、西成区で隣保事業を始め、生活困窮者に対し、無料診療事業を開

始されたのであります。

爾来、瑠和13年東住吉区に孤児を収容する養育事業、昭和15年には聖母病院を

設立、恵まれない児童や病人の保護救済に尽力され、我が国における社会福祉事

業の先駆的役割を果たしてこられました。

第2次世界大戦により、多くの建物を焼失されたのでありますが、病、人や戦災

孤児の保護を続けられ、昭和20年11月には、母子寮と児童施設を再興されるなど

混乱、荒廃した社会情勢下にあって、常に社会の弱者に対する深い愛情と奉仕の

精神で事業に努められ、戦後復興に貢献されました。

また昭和45年には、本市の要請に応えていただき、長年医療福祉活動を続けて

こられれた聖母病院を、肢体不自由児施設に発展的変更をされ、昭和53年から

は、新たに港区において、肢体不自由児通園施設と難聴幼児通園施設を開設、障

害児の治療、療育に積極的にとりくんでいただいております。

近年、要保護児童をとりまく環境も著しい変化をきたし、孤児の収容保護を主

としたものから、親が居ながら離婚や経済的理由による家庭崩壊や、非行、暴力、



登校拒否等複雑かつ多様化しており、他方障害児に関する相談も大幅に増加して

おります。

現在、愛徳姉妹会では、乳児院「聖母託児園」養護施設「聖家族の家」を、ま

た法人を分離ざれました愛徳福祉会では、肢体不自由児施設「南大阪癒育園」、

肢体不自由児通園施設「あさしお園」難聴幼児通園施設「ゆうなぎ園」を設置運

営され、「子供にとって何が一番大切か」ということを常に念頭におかれ、分園

方式による児童処遇や、遊戯簾法による情緒心理指導、専門スタッフによる障害

児の早期発見、早期治療など、創意と工夫を重ねられ、児童福祉の向上に多大の

御貢献をいただいておりますが、これもひとえに役員の方々をはじめ職員の皆様

の情熱と不断の御努力の賜と深く敬意を表する次第であります。

やがて来る21世紀の社会を担っていくのは、いうまでもなく現在の子どもたち

です。この子どもたちを健やかな、心豊かな、志の高い立派な青年に育てていく

ことが肝要です。高齢化社会への急速な移行や、市民の意識、価値観の変化など

により、福祉ニーズは益々多様化しており、公私がそれぞれの役割と責任を分担

し、協働し、福祉増進を図ることが求められています。

どうか皆様方には、今後ともなお一層児童福祉の高揚に御精励願い、この立派

な輝しい施設の歴史と伝統を継承発展され、ますます大阪の社会福祉事業推進の

ため、御精進くださいますようお願い申しあげ、お祝いのことばといたします。
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序　大阪における

愛徳姉妹会50年のあらまし

社会福祉法人愛徳姉妹会は、宗教法人聖ビンセン

シ才の愛徳姉妹会を、母胎とする法人である。

日本における聖ビンセンシ才の愛徳姉妹会の歴

史の1ページには、1933年（昭和8年）5月、聖心

会小林修道院の初代院長マザーマイヤーが、大阪教

区のカスタニエ司教様を通じて、バリーの本部に

姉妹派遣の依頼を出された。それは聖心学院の学

生、裕福な人々と力を合せて、貧しい人との間に、

愛の関係を結びたいとの意向で、大阪の貧しい地

域に、事業を起したいためだと記されている。本

部では3人のシスターを派遣することとなり9月

8日、マルセーユを出港し、10月25日神声港に到

着した。

一行は小林の聖心会に案内され、歓迎を受けた。

2日後、大阪市東住吉区山坂町3丁目83番地の日

本家屋に落付いた。

愛徳姉妹会のシスター達は、昭和8年11月、先

づ大阪のスラム釜ケ崎において、隣保事業を始め

た。これが聖心セッツルメントである。当初シス

ター達が落付いた大阪市東住吉区山坂町3丁目の

シスター3人が長初に落付いた豪

家は、手狭であったので、同区山坂町5丁目に土

地を購い、ここに修道院を建て、ここから釜ケ崎

に通った。釜ケ崎で仕事をしている聞（招和13年）

に棄児があり、これらの子供達を聖母修道院で養

育した。

歪態継鎚畿軽減振凱繊鰭擾輿費望些　＼11－＝＝－蓮造型瑤振通観溺 ＝≡＝－一言＝＝1欄間iii／蹴鞠繊1、1111′1－11111111、剛1時 ��� � � � � 

∴∴／i∴∴∴∵∴〝〝ソ〝∴‾〝∴一∴一一∵∴∴∴一∴∴∴一∴一∴一∴「∴∵∴：；「∴「・－，一一一一i一°，教， 

驚驚擢襲襲薄弱翼喜≡－謂顕闘闘顧頭韻関頭顕 
≡善書＝統幕繊 �ii検潮緬iiiニー1－－11議萩講読講読諒塞単　二講簿韓窪　　＝i虹‾二二 � � � � 

遜 � � �轡熟擬顎顎顕戟＝≡＝ �� � �� � � � � � � � � � �� � � �� � �� 

綾織溺臓綴 � � � � � �：∴一言轡多∴ � � � � � � � � � � � � � � � � � 

ii（　　　　　ii � � �� � � � � � �ー裟 � � �＝≡≡≡≡≡ � � � �� � 

綴躍闘閣囲醒醒躍 醸三滴軸三三一翼主事iニー＝11－－二一一，三溝 ���1、杢i ��二一i強国醸 ��� � �⊃田園澄ま � � � � � �藩 � � � � � 
妾態躍i灘 � �� ������������ �� �� � � ����� � � 

．：饗∴：∴： � � �i⊥！蹴 � �轡 ∴／ �「∴∴：∴： �∴∴「 畿 � �∴： � � � �欒 � � � � �灘 � � � � � 

∴：∴∴／∴熟／∴∴∴ �iii溺轡 ��� � � ��� �i轡畿繊 ������ � �� � � ��� �滋 �鱗 � � 

∴：∴「 　　　i撥i ��� �� ��� ��� ��∵完了／／／：∴一 �総 �、．i鞘類義灘＝＝－＝言、i ��� � ��鷹轢 �� � � 

聖　母　修　道　院

－1－



∴∴ン �澱 � � � � � 

透 撥 �醸 � �鶏 鱗 �態澄撥－11－‾饗‾－＝＝ �� �� 

鱗 猿楽 饗 �≡遜 �「 � �� � �� � � � � � �� � � � � � � � � 

1－　＝∴＝＝ � � � �� �� �� � ��� �� � ��� � � � �醸＝一一＝一一一一＝ �� �� 
議 繊 � �� ��� ��� � �� �� �� � � � � 

∴∴ 議 ��� � �灘〝 ��� �謡説離ii灘 　：∴ ��轡 �� � � � � � � 

姦 瀦 ：∴ �∴ �� ��� �緩闇醗壁 �� � � � � � � � ��婆溺－11－1繊藤懸 �� 

騒 � � � � ��懸 �� � � �一一＼－1－‾＝‾懸 � � �� � ��� � � � � �� � �：∴鰹／∴ ：∴：轡∴ 

：∴ � �� � � � ���� �� ��� ���二二畿＼ ��� � � �� �� � � 

「 � � � � � �∴ �≡≡驚 ��� ��頚 ���∴態∴； ��� � � �離 � � � �態一一i �� �撥 轍灘饗≡＝＝≡＝ir≡＝ � 

∴ �婆∴： ������闘 �� � � � �鰭綴慾 �／∴：／∴：∴ � ����� � � � �欒轡 

聖家族の家から見た聖母修道院

掘和15年10年東住吉区山坂町5丁目に念願の聖

母病院を開設し、貧しい重病人の診嫁に心をこめ

て努力した。

昭和16年12月第二次世界戦争が起り生活の面で

も、病院経営の面でも大きな苦難が押し寄せてき

た。又外国人という点でシスター達は陰に陽に圧

迫があり苦悩が絶えなかった。度重なる空襲によ

り大阪の大半は焦土と化し、昭和20年3月13日の大

空襲により聖心セッツルメントは焼失し、復興す

ることはなかった。

6月15日の空襲では爆弾は聖母病院の近くにも

落ちたが、幸いにも戦災を免れ、救護所としてお

役に立つことができた。連日の空襲、沖縄の陥落、

広島、長崎への原子爆弾の投下は、日本をして終

戦を決意せしむるに充分な打撃であった。

掘和20年8月15日の敗戦は、日本国民を混乱と

悲嘆のどん底におとしいれだ。大阪駅、天王寺駅周

辺や地下道の惨状は、言語に絶するものがあった。

愛徳姉妹会では聖母病院に、浮浪者、浮浪児の病人

を収容するは勿論、旧陸軍の兵舎を大阪市より借

入れ、あらたに「聖家族の家」を開設して浮浪母子

や戦災孤児の収容を行い、終戦直後の救護活動に

大きく貢献した。元々聖家族の家は、旧陸軍のバ

ラック兵舎であって、老朽甚しく、使用に堪えな

くなったので、聖母病院の東側に土地を購い、木

造2階建を新築し、昭和25年1月に移った。その

間に母子は夫々更生し、又は他に移り児童のみが残

り、養護施設となった。又孤児養育事業は乳児院と

して、新しい聖家族の家に併設された。

社会福祉事業法の施行に伴い、昭和28年4月社

会福祉法人愛徳童貞会を設立し聖家族の家と聖母

託児園を、設置経営することになった。

昭和29年5月聖家族の家の南側に鉄筋コンクリ

ート3階建の聖母託児園が建設され、乳児と幼児

を収容し、従来の建物には、幼児と学童が収容さ

れた。

昭和30年6月に従来同一ホームであったものが

聖母病院と聖家族の家及び聖母託児園の2ホーム

に分かれ、夫々各ホームに修道院長が任命された。

昭和24年の末に竣工した木造2階建の家屋が、

白蟻に侵されていたことと、近所から出火すれば20

分間で全焼すると消防署に言われていたこともあ

って、木造を鉄筋コンクリート達に改築すること

となり、瑠和34年11月には東棟を、昭和41年3月

には西棟を改築した。その後モンテッソーリ教育

の採用を契機に保育室（幼稚園）の増改築を行う

など収容児の教育や処遇の改善に努力した。

聖母病院は昭和27年6月火災により一部を除い

て焼失したので、応急修理の上規模を縮少して事

業を続けた。

－　2　－



昭和29年2月、結核病棟が竣工した。

応急修理の上使用していた病院は、不便不都合

が多いのと、塚てから規模を大きくしたい希望も

あったので増改築に着手し、昭和40年2月には、

鉄筋コンクリート造地下l階付3階建、定員94名

の病院が完成した。ところがその頃から結核患者

が減少し経営が困難となり、遂に昭和43年6月聖

母病院を廃止するの止むなきに至った。

廃止後の聖母病院は、その設備を惜しまれて、

大阪市より大阪市所管の肢体不自由児施設を経営

してほしいとの強い要請があったのでこれを受け入

れ、建物の増改築を行い、昭和45年5月1日肢体

不自由児施設聖母整肢園として発足した。

聖母整肢園には、大阪大学医学部出身者でつく

られた、「肢体不自由児研究会の梶浦氏を園長に、

療育部長には井上氏、医員に廣島氏を迎えた。こ

こでは早期発見、早期治療をモットーに0才児か

らの療育を行い画期的な業績を挙げ注目された。

又大阪市は昭和52年度には、肢体不自由児通園

施設と難聴幼児通園施設の設立を計画し、その設

置経営を愛徳姉妹会に要請された。法人は理事会

で瞑重に検討した結果引受けることになり、昭和

52年度にはあさしお園を、53年度にはゆうなぎ園

を建設し、昭和53年11月より事業を開始した。こ

れ等の障害児施設は療育を目的とする施設であっ

て、日進月歩の医学の進歩に即応して設備を整え

医師や職員を充実させることが必要であるがその

実現は至難の業であった。薮において一旦は施設

を大阪市に寄付して経営を引継いでもらうことも

議せられたが実現せず大阪市とも協議の上、現法

人を分離して新たに法人を設立し、新法人には理

事長以下優秀な人材を揃え、事業の発展をはかる

のが最善であるとの結論に遷したので、その手続を

進め、昭和56年7月には新法人社会福祉法大変徳

福止会の設立発起人会を開催し、昭和57年3月厚

生大臣の認可を得、57年4月1日法人の設立登記

を行い新法人は成立した。

ここにおいて、障害児関係の事業は、昭和57年度

より社会福祉法人愛徳福祉会に継承され、愛徳姉

御　下　賜　金

感　　謝　　状

妹会は養護施設聖家族の家と乳児院聖母託児園の

みを経営することとなった。

聖家族の家ででは、木造家屋として残っている南

棟の改築が濠でから議せられていたが、昭和58年度

老朽整備国嘩補助事業として改築を行い、昭和58

年度末に完成、59年5月より供用している。

我国が不況のどん底にあった瑠和8年に3人の

修道女が来日して、釜ケ崎での聖心セッツルメン

トに始まり、聖母病院、聖家族の家、聖母託児園、

聖母整肢園、あさしお園、ゆうなぎ園と、戦前、

戦中、戦後を通じ50年の長さに亘り、キリスト教

精神を基調として、恵まれない人々のために奉仕

し続けているのである。

社会福祉法大変徳福祉会に承継された聖母整肢

園は南大阪簾育園と名称を改め設備職員を更に充

実して益々発展しており、あさしお園、ゆうなぎ

園も同様に発展している次第である。
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第一章　聖心セッツルメント

日本に愛徳姉妹会のシスターが来日したのは、小

林の聖心会院長マザーマイヤーの招きによるもの

であった。マザーマイヤーは裕福な聖心学院の学

生や父兄達と、貧しい人々との間に愛の関係を結び

たいと望み、大阪のある貧しい地域（釜ケ崎）で

事業をしたいと願っておられ、愛徳姉妹会を招かれ

たのであった。

昭和8年10月25日シスター3名がフランスか

ら来日、神戸に上陸し小林の聖心会で歓迎を受け

た後、大阪南東酷区山坂町3丁目83番に落付いた。

jiii：＊ 蔭 � � �∴∴ ∴∴ ∴ �廠i詳 

：∴： � � �：∴∴∴∴：／： � �≡≡華萱 萱暖 �／ � � �蔓 

雛 婁瑳 ≡獲 � � �三三；；≒≡≡ �i 

諒恕－‾－‾＿＿＿＝　　　騎 ����� � � � � � � � 

饗註‡i　　諦 ��－iii鶏 � �：／∴：∴∴ �∴．： �� 

∴ ���� �� � � 

一一1－≡－＝ � 

∴∴ � ��� ��ー＝＝＿饗≡i ��＿‾＿撼i：＝‾‾ �� 

≡≡≡≡饗 ��∴／ ��� �� � 
∴∴ 

里心セッツルメント子供の家

シスター達は、早速大阪市西成区東萩町30番地に、

木造2階建洋館風の建物とこれに隣接する木造平

家建を借受け、躍和8年11月1日に開設した。

これが最初の聖心セゾツルメントである。聖心セッ

ツルメントの名づけ親はマザーマイヤーであった。

薫 � �� � � �醸 �� � � 

i無く　ー‾　‾ 

醗 i i �������� �i懸鏑－i灘 �∴∴ �∴∴： � �≡≡i繁疫 

繚 蜜 � �螺 �歌謡ii課婆 

撥 
子．∴∴ 誉藷 �＝＝懇 麟 ���� ���� �� � � 

戦 墾 �� � � � 

「∴∴ � � � ��� � ��� � � � �醸 

∴∴ � � � ��頴 � 

醜 � � � � � 

里心セッツルメント診療所
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聖心セッツルメントの事業

欠食児童に対する給食は最も緊急なものとして

採り上げ、昭和8年11月13日から始めた。開始前

学校を廻り貧困家庭の児童は給食を受けに来るよ

うにと先生に頼んで廻ったところ、そのような子

供は居ないとことわられた由である。給食を始め

て見ると給食を受ける子供が少なかったことや、

母親が子供と一緒に給食を受けに来る等のことが

あったので少時で打切った。

診療事業は外人であった故か仲々許可がもらえ

ず困った結果、マザーマイヤーの紹介で信者で実

業家の稲畑二郎氏を責任者になっていたゞき漸く

許可があり、昭和9年2月2日から開始すること

ができた。診癒所は2階建で2階を診療室に、l

階を待合室に使用した。

診療は週3日（月木土）の午后で診療科目は、

内科、外科、小児科であった。ここには方面委員

の紹介で診療を受けに来るのであるが、不潔で例

外なくシラミを持っていたため、医師も看護婦も

シラミを移されて困った。

診　療　室

懸 � � � � �緻 

懸 �撥 憂鬱 � �∴　∴〟．／∴ ��� � 

／／ 蜜 �幾 多∴∴ � �鬱 議 鬱 �轡 � � � � 

裂 � � � �擾 轡 � � � �繊　漆 � � 

ii頚．一一 � �� � �：∴ �� � 

蒸 態 � �：∴ � �　　　蛮 ：∴∴ ∴ 

轡 � �綴 ����：：∴∴慾∴ 

喜註‾蓑葦≡ ��� ��� 

診察所受付

懇 � � � � 
∴∴：∴∴∴∴∴∴ � � � � �∵ 

∴∴∴∴：∴∴∴／∴∴／／，∴ � � ��� 

∴∴∴／∴∴∴∴∴／∴∴∴／∴： ∴一一／／∴∴∴／一∴∴∴∴ ∴∴∴∴一i／一／i∴一／／∴ � � � � � 

二三＝…皇 � 

躍轟義議叢灘醸 � � �� � 
≡＝＝－豊艶国語国難噛溺網灘 �二≡三強 � � � � 

表題寒 � ��轟ii謙繍i≡ii‾；‾‾‾ii‾ 

＝－＝－＝－＝＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝－＝＝一一　　　一議藩i　憑擬 � � � � 

1－＝※鰹畿顕曝醜聞諒闇醒謹 i繕細澱腫醸騒躍国国圃謹謹選謹臨闇謹 �轡態 � � � � 

醗畿議熟議灘器塁三塁要 � � � � � 

懸 � � � 

醗露懸漕翳藷議≡ �∴ � � � � 

上訴； �∴∴∴∴／ ��� 

綴 � �綴饗懸躍闇醒麗麗躍 ���∴∴：／∴d 

診療所待合室

家庭訪問、シスターテルミ工とシスターカッタ

ンは、熱心に貧しい人々や病人を訪問した。2人は

事情をよく知らないので　どんな地域にでも出かけ

て行ったので忠告を受け、その後は、誰かにつれて

行ってもらうことにした。

「花咲く島へ」に家庭訪問の様子が次のように

書かれている。「この頃は貧しい人達が自分の家

へ私達に来てはしいというのです。子供達も私達

をよく見ようとして、泣いていたのを止めてしま
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います。殆んど知覚を失っている病人でも、コル

ネットが自分の上に傾くのを見て、嬉しそうに微

笑するのです。人々は皆畳の上で、蒲団という綿

のはいった大きな夜具に寝ています。聖心の院長

のお蔭で、毛布の配付も出来たのでした。丁度初

代の愛徳童貞会員のように、私達は冬の長夜に、

殺風景な所を重い小柄を持って、一軒一軒歩きま

した。」

昭和9年8月12日発行の田辺カトリック教会

発行の会報に聖心セッツルメントの活躍の状況が

記載されているので転記する。

1933年10月29日教会に初めて愛徳会童貞

女を5名迎え歓迎の意を表しましたが内3名は山

坂町3丁目83に定住され専ら西成区今宮の所謂

釜ケ崎スラムに聖心セゾツルメントを設け、貧民

の霊肉方面に愛の手をのはされていますが、末だ

日浅さにも拘らず、各方面より感謝と讃辞をうけて

いられます。

因に現在までの事業を数字で表して御参考に入

れます。

欠食児童給食

衣類給与

蒲　団

着　物

古　着

診療所

診　察

施　薬

5，027

患者訪問

童貞見舞　　　　　740

医師往診　　　　　　44

以上

∴ � �総 � � � � � � � � � �　戦 　楽 人頚 ’縦線 �熱欒 � � �� � � � ��� 

懸蟻 ∴ 畿鶏韓発議 ∴／／／∴／ i／∴／／ ∵∴／∴． 羅繕騰綴 ��撥鰯瀦 � � � � � � � � �∴ �綴 術錦織 � �！∴／ ii、－ ∴∴ �∴∴ ∴∴ � � ���∴　∴∴ �� 

∴ ���∴i／ 染翳騎く隷鶉 � � � � � � � � �／ン 熟 � � �く繊鱗 �　　　鱗総 額 ���� � ���鰭ノ 模ゝ �∴ 

∴∴ �� � �／／ �鯨 � � �／ 戟 �総’ � ��∴ 婆 　∴／ �綴 � � �� �醗態－＝≡－1－－－－≡一高 ／∴！／／∴ 

∴∴ ／／ �／∴／／∴ ∴i／ ∴∴ �／∵ 鰯綴 勲 �／ � � � � � � � �態 総 �蕃懇 萎縮 蜜湧 �翁諮 翁 � �　戴 　／／ 一一一翼一一i �態綴 総○ ン∴／ � � �� 

‾i醗　iii ���Y竣 態態 嬢議 跳＝能鯵 綴態 懸 ��態 �� � �／／／〝 ○薄絹袋 ∴i∴∴∴， ／／∴ 翁 �「／／ ∴∴ノ 態 撥塞庸 �漆 �／／ 多 �澄 藤懸 �懇 話妥 鬱簿 鱗 � �総； �懲 �∴∴∴ ．／ク∵ �� � � �一一　一一、－－　－－－　－　　　　－ii 

：∴ 　轡 �綴澱綴撥 ��∵　　∴ ∴：〟i鱗 � ��簸 � �綴 ク∴ �鱗茎縛 �／ン／ 懸鸞義 経 �∴ ��� � ��態 �議， 一一、＝総 �� � ��� � � 

∵／i ∴ � �∴：∴ � �／ � � � �∴ 鸞 � ��i／ 擬繚 �き労 ��／ 懸澱 � ��／一 �灘 

議瀦饗撥騒 �　∴∴ 繋溺園園謹置畿 ��／＝i �織 � �／／ � � � � ����義 治 �繊闘 �○綬　鮨 

鱗 態 畿 撥 騒 き懸 総 � � �／ � 

／；∴ ／∴〝：∴／∴ �11－－－態 �澱総統鱗縫 �　簿 懸撥潔 �� � ��戦 �邁 �轡鱗 鰐紺涼 ��一一三三≡1－1二＝二一、、＝＝一一i �総務態騰 �／一／／ ∴∴／／ ／／ 子． 畿鬱 ／／∴／／：／ �∴∴∴ ∴∵／∴ ∴∴ 綴議 �／／　∴ �至 ∴／ 畿 綴 欝鱗 ∴，／ 斐総 �驚　　載 ��総 撥 犠 饗 �紛議 ∴∴ ��／∴／ 萎縮 轡総 鱗 態 繊総 鱗 ∴〟 �／∴／ ／／ ／． 態 ∴／ ��／∴ ／／∵∴ 葦撥蓬 ／∵∴ ：／／／／∵ ／／∴ 簿海藻 i／／∴／ 
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田辺教会を訪れたシスター
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方面委員会長の評価

当時地区担当方面委員会長門清太郎氏の報告書

の一部を掲げる。「前述の通り我々の調査に於て、

本件に対して自己の無力を悲しんだのであります

が、偶々昭和8年12月聖心セゾソ）レメントと称

する愛徳童貞会の経営にかかる診療所が、私の担

当区域に現出したのであります。貧困者に緊急に

何が必要であるかを徐々に考慮し、診療所、病人

訪問、児童保育、救皿品分配、これはすべて、我

々の感謝と賞讃の的であります。然して更に感嘆

を忘れてならぬものがあります。愛徳童貞会診療一

所にある所のものは、宗教的根底を有する組織か

ら生ずる凡ゆる行為に伴う温情であります。童貞

方の実践方法を見るに及んで、我々はこの柔和温

情こそ、不幸な同胞を救う唯一の道であることを

了解したのであります。従いまして我々も亦、我

々の活動原則としてこの温情を、絶えず持ち続け

る決意をした次第であります。」

聖心会堂心学院の協力
マザ二マイヤーは、聖心セッツルメントの事業運

営には全面的に協力された。経営上必要な経費は

聖心会が負担されたし、時々バザーを催し、その

収益金を寄附して下さった。又聖心学院の学生や

卒業生が実によく仕事を手伝って下さった。上流

家庭に育った聖心学院の学生や卒業生達の上品な

言動が、釜ケ崎の子供達や匡民を驚かせたり感心さ

せたりしたことも少くなかった。同様に彼女達に

とって、釜ケ崎の住民の生活は、その悲惨さにお

いて想像を超えるものであったであろうし、得難い

体験であったろう。マザーマイヤーは、学生達が子

供会に加わることを望んでおられたし、子供達も

度々聖心学院を訪問して、マザーマイヤーに喜ば

れた。

子供会

昭和9年10月8日から、児童の情操教育と土

地柄多い犯罪の誘惑から守るために、放課後の児

童を集めて、子供会を始めた。主として土曜、日

曜に催し、毎日五、六十人の子供が集まった。

i或 � � � � �∴∴：∴ � 

堅i÷＿i �� � � 

轡 � � ��� � � 

票護≡≡譜i嚢 � ���麗慧1，－発露詰 ��� 

∴〟か〟∴一： 

三線 ��∴∴∴ �誓iii‾‾ 議凝轡護 � � � �∴鶉∴ 

鱗 饗禦 �� � � � � � � 

土　曜　学　校

：∴∴ �　∴：∴ 〝：「i” � �� � � ���� �� � � 

学 �：一‾／ � � �� � � ���� �� �≡轟‾‾‾感 ∴ ∴ � 

嬢÷ 駿 � � �∴襲 　∴／∴ � � � � � � � � � ��　∴ i 

／／ ＼－ �� ��≡iiii塁 � � �浩子経 ∴∴ ∴／ �短 

鶉 ∴ �� ���� � � � � 

＝＝＝－1－－≡＝＝　＝≡＝＝＝＝≡＝≡－ �＝≡＝≡－ � � � � � � �� � � � �i＝≡≡葦三言≡＝≡議 � � 

＝＝＝一一一＝＝＝－　＝＝＝－、＝＝＝ �ー＝－ii � ������� � � � � �多彩：∴： � 

…≡≡≡≡ � � � � � � � �器i≡≡＝－顎 � 

∴∴「： � � �� �獲 �∴∴ � � � �∴／／∴：シ∴／ � � � � 

暖 �態 ／／ 態 幾 �∴ ∴∴ ／〟∴ 轡 ��� ���� � � 

≡繕 �！、＿考：i ��������� �：∴∴十㌢：鰯 �／．「 �∴ 

里心セッツルメントのバザー
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新しい聖心セッツルメントの建設

昭和10年8月、稲畑氏夫妻から亡くなられた

子供さんの記念として、マザーマイヤーに、土地

（西成区海道町36番地のl）が寄附され、そこ

に診療所と子供の家が建てられた。木造瓦葺2棟

であるが、面積その他詳細は分らない。昭和11

年7月4日新しい診療所の視別があり7月8日落

成式が行われた。
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大阪市社会部報告に見る聖心セッツルメント

昭和12年に発行された大阪市社会部報告第218

号「大阪市に於ける隣保事業」は貴重な資料であ

る。この報告は昭和10年度を基準とし必要に応

じて昭和11年中のものを附加したとされている。

当時大阪市には29の隣保事業施設があり、公

営7、社団法人7、財団法人12、会員組織5、

個人2、宗教管理1である。これを宗教の上から

見れば、宗教色なきもの16、キリスト教9（新

教8、旧教1）仏教4、となる。

次に聖心セゾツルメントについて記述された部

分を転記する。

1．隣保地域の概況

所在地、西成区海道町

地域該当方面　今宮第一方面

地域居住世帯15，126世帯　人口65，870人

カード者数　1，542世帯　人口　6，043人

地域居住世帯に対してカード世帯の占める割合

10．19％

（註）世帯人口は昭和10年10月の国勢調査による。

カード者数は昭和10年末の現在数による。労

働者（自由）拾い屋等が多い。

2．職員

医師無給3（薬剤士を含む）

小便、雑役、給仕　有給2

その他、無給7

合計　有給2、無給10　計12

（註）シスターカッタンの記憶によれば医師1人有

給、薬剤士1人有給、門番1人有給、雑役1人

有給で、看護婦はシスターで無給、事務受付等

は聖心学院の卒業生や信者の娘さん達が無給で

奉仕して下さっていたとのことである。

3．事業

児童保護事業　子供会、食糧補給

保健救療事業　診療

物品給与

4．保健救療施設

診療、内科、外科、小児科

5．食糧補給

事業主体　自営

給食品目　給米券、牛乳、ミルク、昼食

人員種別　極貧者、母乳なき乳児、栄養不良

の乳児、欠食児童
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託児所の開設

昭和12年7月支那事変が勃発し、我国は戦時体

制を強化した。事変の進展は大きな労働力を必要

とするに至り、工場をはじめ各種の職場に婦人の

進出が行われた結果、託児所の必要が叫ばれるよ

うになった。このため聖心セッツルメントは、昭和

13年4月託児所を開設した。特に貧困家庭の児

童を対象に、時間を長く、金額は安くして給食も

行った。保育は2組に分れていて、各組30名程

度であった。

／
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不在家庭児童の保護事業

昭和18年12月大阪府庁に聖心セゾツルメン

トのことで呼び出され、今後は聖心隣保会に改め

るよう指示された。又両親が働いている家庭の子

供達を保護するための事業に切替えるよう要求さ

れ、子供達は放課後から夜7時まで来ることにな

った。その後警察と府庁の命令で建物を譲って診

療所と託児所を閉めなければならないことになっ

たが交渉の結果託児所の建物を午后不在家庭の学

童のために使用する．という条件で事業は継続でき

ることになった。

昭和19年3月聖心隣保学園（不在家庭児童保

護事業）を開設した。開設の当日は80名の子供

が来た。

学童達は放課後から午后7時頃まで居たので、

間食用に乾パンの配給があった。帰りのおそい夜

シスター達は暗い夜道を山坂町の修道院まで歩い

て帰ったことも度々あった。

聖心セゾツルメントの焼失

昭和20年3月13日の大阪大空襲により焼失した。仇て事務所を大阪市東住吉区山坂町5丁目

26番地に移転した。この土地、建物は聖心会の所有であり、その後復興されることはなかった。現

在は西成警察署裏の海道公園の一部になっている。
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聖心セッツルメント

事　　　　　　　　　　　　項

13

9．2．2

10．8

10．6．6

8．15

11．7．4

7。8

8．17

12．9

13．4。4

10．19

18．12．

19．3．26

20．3．13

聖心セゾツルメント開設　大阪市西成区東萩町30番地

借家2階建1戸、平家建1戸で事業を始める。

子供達への給食を始める。

診簾事業開始

子供会を始める。

大阪府知事より聖心セゾンルメント設立の許可あり

稲畑氏夫妻より亡くなった子供の記念として、マザーマイヤーに土地（西成区海道町

36番地の1）が寄附された。

そこに診療所と子供の家が建てられた。木造平家建2棟

新しい診療所の視別

聖心セゾツルメントの落成式

大阪府知事より診療所開設許可（稲畑二郎氏宛）あり

中国と戦火を交えることになった。

保育事業開始

大阪市東住吉区山坂町5丁目26番地、聖母修道院において孤児養育事業開始

聖心隣保会と改称

聖心隣保学園を設け、不在家庭児童保護事業を行う。

空襲を受け焼失

事務所を大阪市東住吉区山坂町5丁目26番地に移す。
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第七章　法人の分離（愛徳福祉会の設立）

社会福祉法人愛徳姉妹会を分離して、新たに社

会福祉法人愛徳福祉会を設立し、新法人に障害児

関係施設（聖母整肢園、あさしお園、ゆうなぎ園）

の建物設備の一切を寄附し、事業を継承してもら

うことになったのは、その事業が一段と発展するこ

とを願ってのことであった。

次に経過のあらましを述べる。

昭和55年10月14日の理事会において、愛徳姉妹

会の分離が全員一致で可決された。これにより社会

福祉法人愛徳姉妹会は聖家族の家と聖母託児園を

経営し、分離新設される新法人は聖母整肢園、あ

さしお園、ゆうなぎ園を経営することの方針が確

立したので、事務手続を進めることになった。然し

乍ら一つは社会福祉法人愛徳姉妹会の事業縮少に

伴う定款の一部変更と基本財産処分の申請であり、

一つは社会福祉法人愛徳福祉会の設立認可申請で

ある。この両者は併行して同時に進める必要があ

り、事務量も大きいことと、この方面の事務に明

るい人が携わるのが適当であることから、大阪白露

館吉村理事長の御配慮をいただき、昭和56年1月か

ら同法人職員稲田氏のご協力を得て、順調に進め

ることができた。又この事務は法人の分離に係るも

のであるという観点から、愛徳姉妹会の責任と費用

負担において行われることとなり、主として冨田常

務理事がその衝に当った。

昭和56年3月31日の理事会においては、55年10

月14日の決定にもとづく処理について次の通り議

決した。

1．法人事業の一部縮少について………愛徳姉妹

会の事業から聖母整肢園、あさしお園、ゆうな

ぎ園の事業を廃止する。

2．廃止する事業に係る資産の処分について…・・

…基本財産及び運用財産は新法人に寄附し負債

は継承してもらう。

3．廃止する事業に従事する職員について・…・・…

新法人が継続雇傭する。

4。定款の変更について………愛徳姉妹会の定款

から廃止する事業を抹消し且つ廃止事業に係る

基本財産を抹消する。

当初申請書に係る財産関係の数字は昭和55年度

決算（昭和56年3月31日現在）で表示していたが

書類の提出がおくれた関係もあって昭和56年9月

期の決算をして新しい数字を出すことになり昭和

56年10月15日決算理事会を開催した。

愛徳姉妹会に係る事業の縮少に伴う定款の一部

変更は56年10月1日申請し、57年3月16日厚生大

臣より認可があり基本財産処分については56年10

月1日申請し、57年3月16日厚生大臣より承認さ

れた。

一方新設される社会福祉法大変徳福祉会の設立

手続は順調に進み昭和57年3月17日厚生大臣の認

可があったので愛徳姉妹会はお世話になった関係

方面へ御礼の挨拶状を送った。
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半世紀の思い出
シスター　ジャンヌ・カッタン

（昭和8年に来日しそのまゝ日本に在住）

この思い出を書きながら、私は半世紀を通して、私たちを援助して下さった多くの人々特に、初期に

ぉける友人、恩人、又、私たちがお世話をし、訪問した貧しい人々、病人、子供たちを、なつかしく思

い出しています。奉仕すること、それは私たちにとって、本当に大きなよろこびでしたo私たちを日本

に招いて下さった聖心会の今は亡きマザーマイヤー、そしてカスタニエ司教様、稲畑夫妻の寛大なお助

けや配慮をどうして忘れることができるでしょう○マザーマイヤーの物心両面からの援助なしに、私た

ちは何もなしえなかった事でしょう○来日後間もなく、私たちは大阪府庁に、ごあいさつに行きました

が、そこで担当官から、いろいろ質問されたことを覚えていますo　くく日本で何をしますか”どこに住

んでいますか”くどんな事業をしたいですか’’等々。

私たちは貧しい子供たちの世話、診療所、そして、将来の病院建設などの計画を一生懸命話したもの

でした。当時日本に住んでいた外国人は、それほど多くはなく、ましてや、言葉のわからない外人の計

画に、彼らが驚き、警戒したのは当然だったでしょう。私たちが望んでいた無料診療所の設置はなかな

か許可がおりず、結局、稲畑二郎氏の責任で昭和9年2月2日開設のよろこびをみましたo私たちは毎

日、田辺から今池の診療所に通い、聖心女学院の卒業生や田辺カトリック教会の婦人たちと働きました。

或日のこと、一人の貧しい身なりの婦人が、私たちのことを闘いたといって、赤ちゃんを腕に診療所を

訪れてきました。どのような事情があったのかわかりませんが、彼女は、子供をもらってほしいと願い

ました。私たちは、その子を育てることにし、田辺の修道院に連れて帰り、マリちゃんと命名し、宝物

のように育てました。その後、修道院の玄関に捨てられたり、預った子供達がふえていきましたoこれ

ら親のない子供たちの中にエミちゃんという2才半の女の子がいましたが、エミちゃんは聖堂で祈るこ

とが大好で、シスターの祈祷書を小さな腕にかかえては、聖堂に行き、紅葉のような手をあわせて祈る

姿は、まるで天使のようでしたo神様はこの可愛らしい、私たちの天使を早々と天国に召されてしまい

ました。

昭和16年12月8日、日本は、第2次世界大戦に突入し、私たちの診療所、病院にも多くの困難があり、

患者が減少しましたO型心セッツルメントは「聖心隣保会」と呼ぶよう指示され、共働きの労働者の子

供たちを午后7時迄語ることになりました○時々、私たちは終電車に間にあわず、徒歩で田辺に帰った

ものです。戦況は徐々に悪化し、昭和20年3月13日、天王寺から難波にかけて激しい爆撃があり、大阪

は町の一画を残して灰塵に帰しました○数日後、私たちは今池の瓦礫と化した診療所を見に行きました

が、青い目の外人たちの姿が警察の目につかない筈はなく、早速私たちは田辺警察署に留置され、いっ

方、修道院は憲兵に監視されましたが、幸い、この苦境を、故人となられた朝山宗一氏が救って下さい

ました。このときのよろこびと感激は、今尚、朝山氏の数々の援助とともに、なつかしい思い出の一駒

となっています。そして終戦間近い6月15日には、私たちの住居と病院のある田辺地域に消夷弾が投下

され、聖母病院は救護所となりましたo運びこまれた負傷者を、闇の中で、一本の蝋燭の光をたよりに
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手術をおこなったのも印象的でした。

戦後の梅田、天王寺駅は家を失った人々であふれ、死にかけている人々、孤児、病人など、それは態

像に絶する光景で、40年を経た今も、験に焼きついています。このような悲惨さを見て、私たちはこの

気の毒な人々のため何ができるかを考えていたとき、市役所から母子と孤児、捨子、病人などの世話を

私たちに依頼してきました。私たちはどれ程大きなよろこびをもって、この仕事を引受けたことでしょ

う。市は長居公園内の戦前日本軍が兵舎として用いていたバラックを提供してくれました。収容者は200人

を越えましたが、神の摂理は次々と助け手を送って下さり、進駐軍の従軍司祭コイン神父様を通して、

食糧品、衣類、薬品などが届けられました。そして米第27歩兵師団　く‘狼犬部隊”オライリー軍曹とその

仲間たちによって、この援助は続けられていきました。当時の大阪市助役の秋本保一氏の支えと援助、

そして今に至る迄協力をおしまない冨田一栄氏は、私たちが孤児を収容するために梅田駅に行き、そこ

での出合いからはじまりました。昭和21年3月、それは忘れることのできない悲しい年となりました。

狸紅熟、チフス、天然痘など恐ろしい伝染病が発生し、シスターズも職員も、そしてバラックの中でも

次々感染し、初代院長シスターテルミ工は、私たちを悲しみの中に残して亡くなりました。私たちの仕

事は一ほいでしたが、恵まれない人々の奉仕ができることを、大変幸せに思っていました。半世紀の間

にいろいろなことがあり、思い出はつきることがありません。思えば私たちは、どれ程多くの方々から

援助を受けたことでしょう。たく山の方々がすでに故人となられました。あらためて、お世話になった

方々に感謝し、慈しみの神がこられ総ての方々を祝福して下さいますよう心からお祈りします。
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あ　と　が　き

冨　田　一　栄

（社会福祉法人愛徳姉妹会常務理事）

大阪における愛徳姉妹会の社会福祉事業50年史の刊行がきまり、その仕事を私が受持つことになりま

した。

終戦時に大阪市役所で浮浪児、浮浪者や行旅病人の仕事を担当した経験から、興味もあり、着手した

のですが、書き進めてゆくうちに資料集めも大変だが、何よりも私如き文才の乏しい者が歴史を纏める

のは難かしいことであると痛感しました。然しやりかけたことですから、自分なりに最善をつくして書

きました。

躍和8年10月にフランスから来日されたシスター3人のうち、現在もお元気なシスター・カッタンに

は、最も長時間お話をうかがいましたし、他の古い方々にも、いろいろ教えていたゞき記述を進めまし

た。概ね纏ったところで、写真を入れて見易くした方が宜しかろうということになり、中田施設長の全

面的な協力を得て写真を集め、やり直しました。

醒和58年10月が、丁度来日50周年に当るので10月23日に、本部ではミサと祝賀会／が行われました。そ

の頃50年史はまだ進行中で、担当者の筆がおそいこともあって、刊行が大幅におくれセのは申訳のない

次第です。

終戦後アメリカ兵が進駐し、混血児が大きな社会問題となりました。聖家族の家や聖母託児園にも混

血児が収容されており、アメリカに養子縁組されたのでありますが、資料不足のため、纏ったものが書

けなかったのが心残りです。シスター・カッタンに「混血児のことでは、御苦労なきったでしょう」と

伺うと「心配はしませんでした。普通に育てていました。概ね5才位までにアメリカの兵隊さんが養子

に貰いました。夫婦で男の子と女の子2人を貰った人もありました。養子の話があるとお母さんに伝え、

承諾を得てから、養子にやりました」とのことでした。

書き乍らつくづく感じたことは、責任の地位にあったシスター方の素晴らしい決断と実行力でした。

神の摂理を信じて一路邁進される姿には、頭が下がりました。

50年の歴史を基盤として、愛徳姉妹会の事業が益々発展し、不幸な人々の助けになることを、念じて

止みません。

刊行にあたり、終始御指導下さった村山理事長。ご協力下さったシスター・カッタン、聖母整肢園の

前田事務長、聖家族の家の中田施設長をはじめ、助けていただいた各位に厚く御礼を申し上げます。
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